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住んでみたい村住んでよかった村の実現 ８

P２　道志水源林 100年記念式典

P５　防災訓練

P６　秋の健診のお知らせ

P８　くらしの情報

主な目次

道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

清らかな水を届ける
100年の森
未来につなぐ

道志村と横浜市の絆

友好交流の証
〜記念碑除幕において〜
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市
民
に
送
り
届
け
る
こ
と
が
、
私
ど
も
上

流
域
の
使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」

と
述
べ
、
豊
か
な
自
然
と
清
水
を
守
り
続

け
る
こ
と
と
、
両
市
村
の
友
好
関
係
が
こ

れ
か
ら
の
１
０
０
年
も
続
く
こ
と
を
努
力

し
て
い
き
た
い
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
道
志
中
学
校
３
学
年
の
宮
下
太

陽
さ
ん
と
佐
藤
里
保
さ
ん
の
作
文
が
発
表

さ
れ
、
宮
下
太
陽
さ
ん
が
「
水
源
地
に
住

む
者
の
一
人
と
し
て
自
分
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
な
が
ら
自
然
を
守
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
る
と
会
場
か
ら
は
あ
た
た
か

な
拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。

平成 28年 8月１日平成 28年 8月１日（2）

道
志
水
源
林
１
０
０
年
記
念
式
典

清
ら
か
な

水
を
届
け
る
１
０
０
年
の

森　
未
来
に
つ
な
ぐ
道
志
村
と
横
浜
市
の

絆

 

第
一
部

式
典
に
先
立
ち
、
林
文
子
市
長
は
「
横

浜
市
が
１
９
１
６
年
に
道
志
村
の
山
林
を

水
源
林
と
し
て
購
入
し
て
か
ら
１
０
０
年

と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
長

き
に
わ
た
り
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
道
志
村
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
と
ご

一
緒
に
こ
の
節
目
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ

と
を
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」
と
話
し
、

水
源
地
を
守
る
道
志
村
に
敬
意
を
表
し
ま

し
た
。
ま
た
、
長
田
富
也
村
長
は
「
天
下

の
名
水
・
水
晶
水
と
し
て
称
え
ら
れ
た
道

志
川
の
水
を
、
１
０
０
年
た
っ
た
今
も
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
な
く
、
横
浜

長田富也村長

にぎわう観客席 保育所の子どもたちによる歓迎「ようこそ道志村へ！」

林文子市長

　

横
浜
市
が
道
志
村
に
水
源
林
を
取
得
し
、
道
志
水
源
林
と
し
て
管
理
・
保
全
を
す
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
て
、７
月
26
日
（
火
）
に
『
道

志
水
源
林
１
０
０
年
記
念
式
典
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
市
か
ら
は
林
文
子
市

長
を
は
じ
め
、
市
議
会
議
員
、
市
民
団
体
な
ど
が
村
を
訪
れ
、
村
か
ら
は
、
村
議
会

議
員
、
各
種
団
体
長
な
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
多
数
の
来
賓
や
関
係
者
な
ど
総

勢
１
５
０
名
が
参
加
し
、
盛
大
に
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
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校
舎
視
察

第
一
部
を
終
え
、
道
志
中
学
校
の
生

徒
と
校
長
先
生
が
案
内
を
し
、
新
校
舎

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
横
浜
市
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
木
材
を
使
用
し
た
、
木
の

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
内
装
に
感
銘
を
受

け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

 

第
二
部

道
の
駅
ど
う
し
に
会
場
を
移
し
、
記
念

碑
除
幕
と
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
碑
に
は
、
横
浜
市
民
が
水
を
飲
む

と
き
に
、
大
切
な
水
源
地
で
あ
る
道
志
村

を
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る

と
い
う
思
い
を
込
め
、「
飲
水
思
源
」
の

文
字
を
刻
み
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
植
樹
で
は
、
記
念
碑
の
そ

ば
に
ヨ
コ
ハ
マ
ヒ
ザ
ク
ラ
を
市
長
、村
長
、

市
議
会
議
員
、
村
議
会
議
員
と
で
２
本
植

え
ま
し
た
。

横
浜
か
ら
頂
い
た
記
念
碑
と
記
念
樹

が
、
永
久
に
変
わ
ら
ぬ
友
好
関
係
の
し
る

し
と
な
り
、
道
の
駅
ど
う
し
の
新
た
な
名

所
と
な
っ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
春
に
は
、
美
し
い
花
を
た
く
さ

ん
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

ヨコハマヒザクラを植樹

横浜市消防音楽隊によるファンファーレ 学校視察

横浜市ゆかりの書家金澤翔子さんが書いた「飲水思源」

記念碑除幕
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横浜市と道志村の歩みを振り返る
明
治
20
年（
１
８
８
７
）
日
本
初
の
近
代
水
道
が
横
浜
に
誕
生
。
イ
ギ
リ

ス
よ
り
パ
ー
マ
ー
技
師
を
招
聘
し
、
相
模
川
か

ら
取
水
。

明
治
30
年（
１
８
９
７
）
相
模
川
か
ら
の
取
水
を
支
流
の
道
志
川
に
変
更
、

以
後
、
道
志
川
か
ら
取
水
。

明
治
44
年（
１
９
１
１
）
水
源
地
方
の
造
林
奨
励
の
た
め
、
水
道
水
源
流

域
内
造
林
補
助
規
定
を
制
定
・
実
施
。

大
正
5
年（
１
９
１
６
）

道
志
水
源
林
１
０
０
年

の
歴
史
の
は
じ
ま
り

山
梨
県
か
ら
道
志
村
所
在
の
恩
賜
県
有
林

２
、７
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
収
、
道
志
水
源
林

と
し
て
、
管
理
・
経
営
を
開
始
。

大
正
8
年（
１
９
１
９
）
水
源
涵
養
林
を
目
的
に
、
森
林
法
に
基
づ
く
第

1
期
施
業
計
画
を
実
施
。（
10
ヶ
年
計
画
）以
後
、

10
年
ご
と
に
施
業
計
画
を
実
施
。

大
正
9
年（
１
９
２
０
）
大
暴
風
雨
に
よ
り
山
津
波
が
発
生
、
水
源
林
が

大
被
害
を
受
け
る
。

地
元
村
民
の
産
業
振
興
を
目
的
に
木
工
木
地
細

工
の
指
導
を
開
始
す
る
。
以
来
昭
和
50
年
代
ま

で
続
い
た
。

大
正
10
年（
１
９
２
１
）
水
源
林
復
旧
計
画
と
し
て
砂
防
工
事
（
5
ヶ
年

計
画
）
を
実
施
。

大
正
11
年（
１
９
２
２
）
私
有
林
81
・
69
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
。

大
正
12
年（
１
９
２
３
）
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
水
源
林
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
る
。

大
正
13
年（
１
９
２
４
）
震
災
後
の
荒
廃
地
復
旧
工
事
（
5
ヶ
年
計
画
）

を
実
施
。

大
正
14
年（
１
９
２
５
）
水
源
林
の
一
部
が
始
め
て
土
砂
流
出
防
備
保
安

林
に
編
入
。

昭
和
6
年（
１
９
３
１
）
荒
廃
地
復
旧
工
事
を
昭
和
10
年
ま
で
継
続
実
施
。

昭
和
15
年（
１
９
４
０
）
直
営
事
業
と
し
て
木
炭
生
産
を
開
始
。
木
炭
の

統
制
が
撤
廃
さ
れ
た
昭
和
25
年
ま
で
継
続
。

昭
和
18
年（
１
９
４
３
）
農
林
省
が
道
志
川
集
水
区
域
林
野
の
砂
防
工
事

を
実
施
。

昭
和
26
年（
１
９
５
１
）
水
源
林
の
ほ
と
ん
ど
全
域
が
森
林
法
に
基
づ
く

水
源
涵
養
保
安
林
に
指
定
さ
れ
る
。

昭
和
43
年（
１
９
６
８
）
横
浜
市
が
道
志
村
室
久
保
に
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
。

昭
和
57
年（
１
９
８
２
）
横
浜
市
か
ら
道
志
村
に
友
好
の
絆
と
し
て
「
獅

子
頭
共
用
栓
」
１
基
を
寄
贈
す
る
。

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）
横
浜
市
水
道
百
年
事
業
記
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
。

昭
和
62
年（
１
９
８
７
）
道
志
水
源
の
森
整
備
事
業
（
水
源
橋
）
へ
助
成

す
る
。

昭
和
63
年（
１
９
８
８
）
水
源
林
の
一
部
に
複
層
林
施
業
実
施
。

近
代
水
道
百
年
記
念
に「
横
浜
ロ
ー
タ
リ
ー
の
森
」

事
業
が
始
ま
る
。（
横
浜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

平
成
元
年（
１
９
８
９
）
横
浜
博
覧
会
に
道
志
村
の
保
育
所
・
小
学
生
・

中
学
生
の
全
員
が
招
待
さ
れ
る
。

平
成
2
年（
１
９
９
０
）
道
志
村
内
小
学
5
年
生
の
「
横
浜
訪
問
」
が
始

ま
る
。

平
成
4
年（
１
９
９
２
）
私
有
林
14
・
39
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
。

平
成
6
年（
１
９
９
４
）
水
源
林
整
備
基
本
計
画
調
査
業
務
終
了
。

平
成
7
年（
１
９
９
５
）
林
野
庁
よ
り
横
浜
市
水
源
涵
養
林
が
「
水
源
の

森
百
選
」
に
認
定
さ
れ
る
。
源
流
地
に
記
念
碑

を
建
立
す
る
。

平
成
9
年（
１
９
９
７
）
横
浜
市
と
道
志
村
で
「
道
志
川
水
源
保
全
に
関

す
る
覚
書
」
を
締
結
す
る
。

「
公
益
信
託
道
志
水
源
基
金
」を
共
同
設
立
す
る
。

道
志
川
取
水
１
０
０
周
年
記
念
植
樹
。
横
浜
市

が
私
有
林
4
・
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
。

平
成
10
年（
１
９
９
８
）
簡
易
水
道
未
普
及
地
区
解
消
事
業
と
し
て
「
久

保
月
夜
野
簡
易
水
道
整
備
事
業
費
負
担
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結
し
、
横
浜
市
水
道
局
か
ら

水
道
技
術
者
の
派
遣
を
受
け
、
久
保
月
夜
野
簡

易
水
道
事
業
を
実
施
す
る
。

平
成
13
年（
２
０
０
１
）
道
志
・
森
未
来
植
樹
祭
の
実
施
。

「
道
志
村
生
活
排
水
処
理
事
業
に
関
す
る
協
定

書
」
を
締
結
し
、
道
志
村
内
に
生
活
排
水
処
理

事
業
（
合
併
浄
化
槽
事
業
）
始
ま
る
。

平
成
15
年（
２
０
０
３
）
住
民
の
発
議
に
よ
り
道
志
村
か
ら
横
浜
市
に
合

併
協
議
会
設
置
の
請
求
を
行
う
が
、
市
長
よ
り

市
会
に
付
議
し
な
い
旨
の
回
答
が
あ
る
。

道
志
水
源
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
創
設
。

道
志
川
の
清
流
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
め
た

「
は
ま
っ
子
ど
う
し
」
発
売
開
始
。

平
成
16
年（
２
０
０
４
）
「
横
浜
市
と
道
志
村
の
友
好
・
交
流
に
関
す
る
協

定
書
」
締
結
。

「
横
浜
市
民
ふ
る
さ
と
村
」
に
関
す
る
覚
書
を
交

わ
す
。

平
成
17
年（
２
０
０
５
）
「
道
志
水
源
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
の
登
録
者

が
、「
道
志
水
源
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」を
設
立
。

平
成
18
年（
２
０
０
６
）
市
民
・
企
業
の
寄
付
と
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル「
は
ま
っ

子
ど
う
し
」
の
売
り
上
げ
の
一
部
か
ら
な
る
「
水

の
ふ
る
さ
と
道
志
の
森
基
金
」
を
設
立
。

平
成
19
年（
２
０
０
７
）
「
道
志
村
生
活
排
水
処
理
事
業
に
関
す
る
協
定

書
」
の
一
部
を
変
更
す
る
。

平
成
20
年（
２
０
０
８
）
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
山
梨
県
・
横
浜
市

合
同
研
究
会
の
設
立
。

平
成
21
年（
２
０
０
９
）
村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
式
典
の
開
催
。
水

源
の
里
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
。

平
成
22
年（
２
０
１
０
）
第
１
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
。

平
成
26
年（
２
０
１
４
）
横
浜
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
及
び
「
道
志
村
へ
の
水
源
林
木
材

の
寄
付
に
関
す
る
協
定
」
締
結
。

平
成
28
年（
２
０
１
６
）
道
志
水
源
林
１
０
０
年
記
念
事
業
を
展
開
。
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平
成
28
年
度
道
志
村
総
合
防
災
訓
練
を

次
の
日
程
に
よ
り
、
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

道
志
村
は
山
間
地
に
あ
り
、
大
地
震
や

台
風
な
ど
に
よ
り
、
孤
立
す
る
可
能
性
が

高
い
地
域
に
な
り
ま
す
。
本
訓
練
は
災
害

時
の
避
難
方
法
等
に
つ
い
て
再
確
認
を
行

い
、
災
害
時
の
対
応
及
び
村
内
の
危
険
箇

所
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
す
る
非
常
に
大

切
な
訓
練
と
な
り
ま
す
。

　

是
非
、
多
く
の
村
民
の
方
に
ご
参
加
を

頂
き
、災
害
に
備
え
、も
う
一
度
「
分
か
っ

て
い
る
つ
も
り
」
の
知
識
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
年
に
１
度
の
機
会
で
す
の
で
、

『
見
て
』『
体
験
し
て
』
防
災
へ
の
理
解
や

知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

【
訓
練
日
時
】

平
成
28
年
８
月
28
日
（
日
）

午
前
６
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分
頃
ま
で

※
雨
天
の
場
合
は
開
会
式
を
中
止
し
、

内
容
を
簡
略
化
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
訓
練
会
場
】

道
志
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
各
地
域
会
場

【
訓
練
の
目
的
】

　

大
地
震
や
台
風
な
ど
の
大
雨
に
よ
る
災

害
で
、
本
村
は
孤
立
状
態
と
な
る
可
能
性

が
高
い
地
域
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

災
害
発
生
時
に
防
災
活
動
が
効
果
的
に
実

施
で
き
る
よ
う
、
ま
た
防
災
活
動
の
技
術

向
上
、
防
災
に
関
す
る
理
解
と
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
台
風
や
短
時
間
で
の
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
土
砂
災
害
が

頻
発
し
、
時
に
は
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、「
避
難
」
が
重
要
で
す
。

　

た
だ
、
や
み
く
も
に
「
避
難
」
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
、

避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て
、
日

頃
か
ら
考
え
、備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

確
認
！

○　

自
宅
の
ま
わ
り
の
危
険
な
場
所
は
？

○　

避
難
場
所
は
ど
こ
？

　
　

そ
こ
ま
で
の
道
順
は
？

○　

非
常
持
ち
出
し
品
は
大
丈
夫
？

○　

食
べ
物
、
飲
物
は
あ
る
？

平
成
28
年
度
道
志
村
総
合

防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す

　

夜
に
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
際
に
は
暗
く

な
る
前
に
避
難
す
る
な
ど
早
め
早
め
の
対

応
が
大
切
で
す
。

早
す
ぎ
る
避
難
は

あ
り
ま
せ
ん
！

○　
「
雨
が
続
い
て
い
る
な
」

　
　

と
思
っ
た
ら
、

　
　

ま
ず
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○　

避
難
の
際
に
は
、
ご
近
所
同
士
、

　
　

声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う

○　

避
難
所
に
持
っ
て
い
く
物
は

　
　

普
段
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う
！

○　

避
難
す
る
と
き
は
、
白
色
タ
オ
ル
を

　
　

玄
関
な
ど
に
結
び
つ
け
て
、

　
　

周
囲
に
ご
家
族
の
無
事
を

　
　

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
！

土
砂
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
！

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
が

出
さ
れ
る
前
の
自
主
避
難
が

あ
な
た
の
命
を
守
り
ま
す

大
月
警
察
署　

☎
２
２

－

０
１
１
０
（
代
表
）

総
務
課　

☎
５
２

－

２
１
１
１

昨年度のようす
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★検査項目の内容と料金

検 査 項 目 検　査　内　容

自　己　負　担　金

国 保 ・
社 保 扶 養 国 保 社 保

扶 養
後 期
高 齢

社 保
本 人

20 ～ 39 歳 40 ～ 74 歳 40 ～ 74 歳 75 歳以上

特 定 健 診
( 基本健診 )

基 本 項 目

身 体測定（身長・体重・
BMI・腹囲）・血圧測定・
尿検査（尿糖・尿蛋白）・血
液検査（肝機能・脂質・血糖）・
医師診察 1,000 円 1,000 円 受診券の額 1,000 円 事業主

健診
追 加 項 目 尿検査（尿潜血）・血液検

査（腎機能・貧血）

詳 細 項 目 心電図・眼底（該当者のみ）

が ん 検 診

肺 が ん 胸部 X線・喀痰検査 500 円 500 円
※ 65歳以上無料

500 円
※ 65歳以上無料 　 0 円 500 円

胃 が ん 胃部 X線検査 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

大 腸 が ん 便潜血検査 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

肝 が ん 腹部超音波 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

前立腺がん 血液検査（PSA検査）
※男性のみ 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

乳 が ん
乳腺超音波（奇数年齢）
※女性のみ 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

マンモグラフィ
（偶数年齢）※女性のみ 500 円 500 円 500 円 500 円

子 宮 が ん 子宮頚部の細胞診 　
※女性のみ 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

甲状腺がん 甲状腺超音波　　　 
※女性のみ 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

そ の 他 の
検 診

骨 粗 鬆 症 骨密度検査　　　　 
※女性のみ 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

ピ ロ リ 菌 ピロリ菌血液検査 500 円 500 円 500 円 500 円 500 円

肝炎ウイルス 血液検査　
※40歳未受診者のみ 　 0 円 　 0 円

フィブロスキャン 肝硬度・脂肪量検査 2100 円 2100 円 2100 円 2100 円 2100 円

※クーポン対象者の方は、自己負担金が免除となります

平成 28年度　秋のいきいき健康村どうし健診のお知らせ
～１年に１度は、自分の身体のチェックをしましょう！！～

秋のいきいき健康村どうし健診を下記の日程により開催いたします。お申込み忘れのある方、送迎・託児を
希望する方は、住民健康課（☎ 52-2113）までご連絡ください。

健　診　日 対 象
年 齢 受付時間 健　診 会　場

平成 28年
9 月 5日（月）
【山梨厚生病院】

20 歳
以上 8:00 ～ 基本・特定健診、がん検診、その他の検診

※婦人科検診、フィブロスキャンはありません やまゆりセンター

平成 28年
9 月 7日（水）
【山梨県健康管理事業団】

20 歳
以上

8:00 ～ 基本・特定健診、がん検診、その他の検診
（子宮がん検診を除くすべての検診） 善之木体育館

13:00 ～ 婦人科検診のみ 善之木ｺﾐﾆﾃｨｾﾝﾀｰ いこい
平成 28年

9 月 8日（木）
【山梨県健康管理事業団】

20 歳
以上

8:00 ～ 基本・特定健診、がん検診、その他の検診
（子宮がん検診を除くすべての検診） 善之木体育館

13:00 ～ 子宮がん検診のみ 善之木ｺﾐﾆﾃｨｾﾝﾀｰ いこい

※9月5日（月）には、協会けんぽ健診が行われます。※婦人科検診のみを受ける方は、日程と時間をよく確認してください。
※社会保険本人の方は、基本健診は会社に申し込んでください。がん検診は、村の集団健診で受診出来ます。★健診日・会場
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　5月 12・13 日の 2日間、生活習慣病・ガン検診・婦人科検診を受けた人を対象にし、65 名（他者に依頼
した人 58 名）が参加してくれました。当日は診療所医師の清水先生から「健診は病気の早期発見でなく、自
分の身体の健康度合いを確認することが目標なので、身体に自信がある人ほど受けて欲しい。」というあいさ
つから、自分だけでなく主治医にも結果を見せる必要性について話されました。水越茂廣様からは、心筋梗
塞と糖尿病の体験談が話されました。まずは心筋梗塞の処置についての情報から、家系的に糖尿病になりや
すい体質であるため犬の散歩を生活習慣として取り入れていることや禁煙や飲酒の危険度について、具体的
な数値を入れながら話していただきました。
　当日参加した人は自分の結果票をみながら質問し納得する状況がありましたが、参加できなかった人もこ
の機会に結果票を開き、ぜひ自分の身体の状態を確認してみて下さい。そして、村の健康事業をご活用下さ
い！！

★《健診を受けた後》が大切です！！～いきいき健康村どうし健診結果報告会～

体験談を話す水越茂廣様 健康事業の説明「自分の結果を確認」診療所　清水医師のあいさつ

★熱中症を防ぐために
～高齢者は特に注意を！～

　気温がぐんぐん上がり蒸し暑さが続く季節は「熱中
症」にご用心！
　熱中症は、体温調節の機能がうまく働かず、体内に
熱がこもってしまうことで起こります。小さな子ども
や高齢者、病気の方などは特に熱中症になりやすく、
めまいや頭痛、吐き気、意識障害やけいれんなどの症
状があり、重症になると死に至るおそれもあります。
熱中症にならないために、十分な対策を行いましょう。
　熱中症がもっとも多いのは 65 歳以上です。
　高齢者は暑さを感じにくく高体温になりやすい、水
分が不足しがちで脱水症状になりやすい、汗をあまり
かかなくなり、熱がたまりやすくなります。高齢になっ
ても暮らしの工夫で対策をとれば、熱中症は防げます。

　○こまめな水分・塩分の補給を！
　○涼しい服装とこまめな体温測定を！
　○扇風機やエアコンを上手に使って屋内の温度調整を！

しっかり食事をとって暑さに負けないからだづくりを
することが大切です。ウォーキングなどの運動を 1日
30 分、1か月程度続けると、汗をかきやすい暑さに強
いからだになります。

★家庭でできる食中毒予防

食中毒というと、飲食店等での食事が原因と思われが
ちですが、毎日食べている家庭の食事でも発生してい
ます。食中毒を防ぐ６つのポイントを確認し、安心・
安全な食生活を送りましょう。

①食品の購入　

②家庭での保存　

③下準備　

④調理　

⑤食事　
⑥残った食品　

問い合わせ　富士・東部保健所衛生課 ☎ 0555-24-9033

生鮮食品は最後に買い、寄り道しな
いでまっすぐ帰りましょう。帰った
らすぐに冷蔵・冷凍庫へ。
冷蔵庫は詰めすぎに注意しましょ
う。目安は７割です。
こまめに手を洗い、調理器具・ふき
んは洗って熱湯消毒をしましょう。
冷凍食品の解凍は冷蔵庫や電子レン
ジで行いましょう。
加熱は十分に。目安は中心部分の温
度が 75℃で１分間以上です。
食品の室温放置はやめましょう。
残った食品は小分けして冷蔵保存し
ましょう。温め直すときは十分に加
熱をします。

健康に夏を乗り切りましょう！
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農作業用事故の防止について 産業振興課

☎ 52-2114

　山梨県内において農作業中の死亡事故が多発しております。次の点に注意して農作業を行ってくだ
さい。
　　・できる限り、一人での作業は行わない。
　　・作業時は安全に配慮した服装を心がけると共にヘルメットなどの防護用具を着用する。
１　トラクター、農薬散布車の転落・転倒事故の防止
　　・走行中、作業中にスピードを出しすぎない。
　　・土手などへの乗り上げ、脱輪による転倒を注意する。
２　農業機械との挟まれ事故の防止
　　・走行・作業中は常に周囲に注意する。
３　高所からの転落事故の防止
　　・脚立での作業は安定した体勢で行う
＊農作業中の熱中症にも注意しましょう！

くらしの情報　〈村から〉

鳥獣害防除ネット等の補助制度が始まります！

　村では、近年急増しているシカ、イノシシなどの農作物への被害を防止する為、耕作地に鳥獣害防
除施設を整備する購入費用の一部を助成する補助制度を平成28年度より開始します。希望する方は、
産業振興課農政担当までご連絡ください。

対 象 者：道志村に住所を置く農業者又は農業生産法人の内村税等を滞納していない者
対象施設：①電気柵（支柱、バッテリー等含）※耐用年数 3年以上
　　　　　②金網フェンス（支柱等含）※耐用年数 10年以上
　　　　　③鳥獣用防護ネット（支柱等含）※耐用年数 3年以上
　　　　　④センサーアラーム※耐用年数 3年以上
　　　　　⑤すでに設置してある施設の補修及び改修の資材
　　　　　※労務費、運搬費、工具類は対象外となります。
補助金額：資材購入費用の２分の１（最高 5万円）

産業振興課

☎ 52-2114

やまゆりセンターまつり展示作品の募集について 教育委員会

☎ 52-1020

　平成 28年 10月 29日（土）～ 11月 3日（木）に開催予定のやまゆりセンターまつりに展示する
作品を募集します。
　やまゆりセンターまつりは、今年で第 7回を数え、村民の文化活動や芸能発表の場として、親し
まれている行事です。手作りの作品や趣味の披露をしてみませんか？
展示については、10月 27 日（木）までにやまゆりセンター指定ブースに持ち込みをお願いいた

します。ご不明な点等ありましたら、道志村教育委員会窓口までお問い合わせください 。
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★戦没者等のご遺族の皆様へ
～特別弔慰金（第十回）の請求を受付けています～

住民健康課

☎ 52-2113

対 象 者　　平成 27年４月１日において公務扶助料や遺族年金などを受ける方がいない場合に、次
の順番による先順位のご遺族お一人に支給。

　　　　　　戦没者等の死亡当時のご遺族で
　　　　　　１　戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権者
　　　　　　２　戦没者等の子
　　　　　　３　戦没者等の①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹
　　　　　　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどう

かにより、順番が入れ替わります。
　　　　　　４　上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　　　　　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。
支給内容　額面 25万円、５年償還の記名国債
請求期間　平成 27年４月１日から平成 30年４月２日まで
　　　　　※期間を過ぎると特別弔慰金の請求ができなくなりますので、ご注意ください。
請求窓口　住民健康課  

●平成 28年 1月 1日以降の請求には個人番号（マイナンバー）の記載が必要となります。
　手続きの際に、マイナンバーが正しいこと（番号確認）や、マイナンバーが正しい持ち主であるこ
との確認（身元確認）をしています。請求書提出の際は、マイナンバーおよび本人確認ができる書類
の提示にご理解とご協力をお願いします。 
■手続きには、マイナンバー確認と本人確認をお持ちください
〇番号確認：通知カード【紙製】または住民票（マイナンバー
　　　　　　付き）
〇身元確認：顔写真付き書類を 1点（運転免許証、パスポート
　　　　　　など）
※顔写真付き書類がない場合は 2点（健康保険証、年金手帳、
社員証など、氏名と生年月日または氏名と住所が記載されてい
るもの）
　

くらしの情報　〈村から〉

黙とうにご協力ください 住民健康課

☎ 52-2113

　８月 15日には日本武道館において全国戦没者追悼式が行われ、先の大戦で亡くなられた人々を追
悼し、平和を祈念するため、正午から１分間の黙とうがささげられます。
　また、広島に原爆が投下された 8月 6日午前 8時 15 分及び長崎に原爆が投下された 8月 9日午
前 11時 02分に平和の鐘を合図に 1分間の黙とうがささげられます。
　村民の皆さんにおかれましても、この趣旨に賛同いただき、それぞれの家族や職場において黙とう
にご協力ください。
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児童扶養手当受給者の方へ 住民健康課

☎ 52-2113

○児童扶養手当とは　父母の離婚などにより、父又は母と生計を一緒にしていない児童を養育してい
る家庭に対して児童のすこやかな成長に役立てるために手当が支給されます。手当の受給には、役場
へ申請が必要となります。
○受給対象者　次の条件に当てはまる 18歳に達した日以降、最初の 3月 31 日までの間にある児童
を養育している父又は母、または児童を養育している方。
①父母が離婚した児童
②父又は母が死亡もしくは生死不明である児童
③父又は母が重度の障害にある児童
④父又は母に 1年以上遺棄されている児童
⑤父又は母に 1年以上拘禁されている児童
⑥婚姻しないで生まれた児童
⑦父又は母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けている児童
※所得制限や児童が施設に入所措置されている場合など、手当が支給されない事もあります。
○手当の額　所得状況によって、手当の額は変わります。
（全額支給の場合）児童１人あたり月額 42,330 円　2人目 10,000 円加算　3人目以降 6,000 円加算
※手当は、年 3回（4月・8月・12月）支給されます。

「現況届」の提出を忘れずに！！
　現在、児童扶養手当を受けている方は、毎年８月中に「児童扶養手当現況届」を提出しなければな
りません。提出が遅れると、手当が一時差し止めになることがありますので、期日を守って提出して
ください。　提出期限：平成 28年８月１日～平成 28年 8月 31 日まで

ひとり親医療費助成制度　更新について 住民健康課

☎ 52-2113

○ひとり親医療費助成制度とは　病気やけがで医師の治療を受けたとき、保険診療による自己負担金
と入院時の食事療養費を助成し、ひとり親家庭等の精神的及び経済的負担を軽減し、保健の向上と福
祉の増進を図ることを目的とした制度です。
また、現在、ひとり親医療費助成を受けている方は、毎年８月中に更新申請が必要となります。い

ずれの申請も提出が遅れると、助成が一時差し止めになることがありますので、期日を守って提出し
てください。
○更新の際に必要なもの
・ひとり親家庭医療費受給資格認定（更新）申請書
・承諾書
・健康保険証（家族全員分）
・所得証明書（所得税非課税世帯が条件）
○提出期限　平成 28年８月１日（月）～平成 28年８月 31日（水）まで

くらしの情報　〈村から〉
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平成 28 年度道志村社会教育事業
夏休み子ども教室のお知らせ

●夏休み親子映画会
開催日　８月８日（月）　18時～ 20時
場　所　やまゆりセンター　２階ホール
参加料　無料
申し込みは不要です。どなたでも参加下さい。

教育委員会

☎ 52-1020

●夏休み子ども科学教室
開催日　８月５日（金）13時半～ 15時半
対　象　小学３～６年生
場　所　中学校理科室
講　師　渡邊真五先生（道志中学校理科教諭）
参加料　100 円
内　容　紙ヒコーキ作り

●夏休み子ども工作教室
開催日　８月９日（火）13時半～ 15時半
対　象　小学生
場　所　やまゆりセンター
講　師　教育委員会　
参加料　100 円
内　容　木工

空き家及び危険建物調査にご協力ください

　村では７月から空き屋及び危険建物の調査を実施しています。みなさまのご近所にも調査員が伺う
ことになりますので、ご協力のほどよろしくお願いします。
　今後、村内の空き家の実態を調査・分析し、利活用や防災対策に活用していきます。
１　調査対象　村内全域
２　調査期間　平成 28年７月～ 12月末予定
３　調 査 員　佐藤重雄　＊調査員は調査員証や腕章など身分を証明するものを携帯
しています。調査員を装った不審な人物等見かけましたら役場までご連絡ください。

ふるさと創生推進室

☎ 52-2114

調査員　佐藤重雄

経済センサス活動調査について 総　務　課

☎ 52-2111

　平成 28年６月１日を基準日として総務省、経済産業省、山梨県及び市町村では企業を対象として
「平成 28年度経済センサス―活動調査」を実施しています。調査票は、知事が任命した調査員がお
伺いして配布、説明してご記入いただき回収しました。ご協力ありがとございました。
▲まだ提出のない企業様については、指定のとおり提出してください。詳細について解らない事等あ
りましたら、お問い合わせをしてください。
▲経済センサス活動調査では産業分類ごとの事業所数や従事者数が解ります。
▲平成 26年７月１日実施の基礎調査で産業分類別の事業所数を人口 10万人当たりでみると、山梨
県では「すし店」「食堂・レストラン」「旅館・ホテル」「貴金属・宝石製品製造業」「酒類製造業」「
織物業」「半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置製造業」「電子デバイス製造業」「電子応用
装置製造業」などが全国の上位となっています。
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●
屋
内
広
告
物
セ
ミ
ナ
ー
の
お

し
ら
せ

　

屋
外
広
告
物
は
、
無
秩
序
に
設
置
さ
れ

る
と
、
街
並
み
や
自
然
景
観
を
乱
す
原
因

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
に
よ
る
落

下
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
日
頃
の
点

検
や
補
修
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、９
月
10
日
の「
屋

外
広
告
物
の
日
」
に
あ
た
り
、
屋
外
広
告

物
の
安
全
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
広
告

物
を
設
置
し
て
い
る
事
業
主
の
方
や
広
告

業
者
の
方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

・
日
時
：
９
月
７
日
（
水
）　

午
後
２
時　

　

〜
午
後
４
時

・
場
所
：
甲
府
市
役
所　

６
階
大
会
議
室

・
講
師
：
山
畑　

信
博
氏
（
東
北
芸
術
工

　

科
大
学
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
建
築
・
環
境

　

デ
ザ
イ
ン
学
科　

教
授
）

・
参
加
費
：
無
料

・
対
象
：
ど
な
た
で
も

・
定
員
：
１
０
０
名
程
度

・
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
：
山
梨
県
県
土

　

整
備
部
県
土
整
備
総
務
課
景
観
づ
く

　

り
推
進
室　

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

　

１
３
２
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５

－

　

２
２
３

－

１
８
５
７

●
２
０
１
８
山
梨
冬
季
国
体

「
テ
ー
マ
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
」
募
集

第
73
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
が
平
成
30
年
１
月
28
日
か

ら
２
月
１
日
ま
で
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
親

し
み
や
す
い
「
テ
ー
マ
」「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

・
応
募
作
品
：

【
テ
ー
マ
】:
親
し
み
や
す
く
呼
び
や
す
い
、

　

山
梨
県
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
言
葉
で
表
し

　

た
大
会
の
愛
称

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】：
大
会
の
趣
旨
や
目
的
、

　

大
会
へ
の
想
い
を
印
象
づ
け
る
言
葉 

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
】：
大
会
を
象
徴
す
る

　

デ
ザ
イ
ン
マ
ー
ク 

・
応
募
資
格  

： 

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

年
齢
、
居
住
地
な
ど
制
限
は
な
し

・
応
募
作
品
数
：
各
作
品
１
人
１
点
ま
で　

＊
い
ず
れ
も
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限

　

り
ま
す
。

・
募
集
期
間
：
７
月
１
日
（
金
）
〜
８
月

　

31
日
（
水
）
＊
必
着

・
表
彰
：
各
作
品
と
も
、
最
優
秀
賞
１
点
、

　

優
秀
賞
３
点
を
表
彰
し
ま
す
。 

最
優

　

秀
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
体
推
進

室
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
問
い
合
わ
せ 

：
山
梨
県
教
育
庁
国
体
推

　

進
室
☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
６
４
０

●
山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
出
張
が
ん
相
談
」
を
実
施
し
ま
す

・
日
時
：
10
月
６
日
（
木
）
13
時
30
分
〜　

　

16
時

・
場
所
：
富
士
吉
田
市
民
会
館
３
階

　

会
議
室
２
・
３
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市

　

緑
ヶ
丘
２

－

５

－

23
）

・
対
象
：
が
ん
患
者
・
が
ん
患
者
の
家
族

　

や
関
係
者

・
問
い
合
わ
せ
：
山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
５

－

２
２
７

－

　

８
７
４
０
（
要
予
約
）

※
保
健
師
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
が
ん
を

経
験
し
た
仲
間
）
が
悩
み
や
不
安
に
寄
り

添
い
ま
す
。
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
事

前
の
予
約
が
確
実
で
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
下
さ
い
。

●
富
士
五
湖
ゆ
め
り
ん
ぴ
っ
く

〜
か
く
れ
た
能
力
を
発
見
し
よ
う
〜

　

富
士
五
湖
地
域
の
小
学
１
年
生
か
ら
６

年
生
を
対
象
に
、
互
い
の
個
性
に
触
れ
あ

う
こ
と
を
目
的
と
し
、
運
動
・
頭
脳
・
メ

ン
タ
ル
等
の
様
々
な
能
力
体
験
を
行
う
事

業
で
す
。

・
日
時
：
８
月
20
日
（
土
）
受
付
時
間　

　

８
時
20
分　

終
了
予
定　

12
時
30
分

・
場
所
：
富
士
山
ア
リ
ー
ナ

・
主
催
：
公
益
社
団
法
人　

富
士
五
湖

　

青
年
会
議
所　

☎
０
５
５
５

－

24

－

　

０
７
７
１

●
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
許
さ
な
い
。

　

近
年
、
特
定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を

排
斥
す
る
差
別
的
言
動
が
い
わ
ゆ
る
※

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
で
あ
る
と
し
て
社

会
的
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

言
動
は
、
人
々
に
不
安
感
や
嫌
悪
感
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を

傷
つ
け
た
り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
豊
か
で
安
心
で
き
る

成
熟
し
た
社
会
の
実
現
を
目
指
す
上
で
、

こ
う
し
た
言
動
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
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り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の
た
め
の
法
律
（
本

邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言

動
の
解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す

る
法
律
）
が
平
成
28
年
６
月
３
日
（
金
）

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
族
や
国
籍
等
の
違
い
を
越
え
、
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
合
う
社
会
を
共
に
築
き

ま
し
ょ
う
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
よ
る
被

害
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
で
お
悩
み

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番　

フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
：
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
１
１
０

※
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は
、
人
種
、
宗
教
、

性
的
指
向
、
性
別
、
思
想
、
障
害
、
職
業

な
ど
に
基
づ
い
て
、
個
人
ま
た
は
集
団
を

攻
撃
、
脅
迫
、
侮
辱
し
、
さ
ら
に
は
他
人

を
そ
の
よ
う
に
あ
お
り
立
て
る
言
論
等
を

指
し
ま
す
。「
差
別
的
表
現
」
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

●
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

建
退
共

制
度 

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
国
の
制
度
な
の

で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み
手
続
は
簡
単

で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
、
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

・
加
入
で
き
る
事
業
主 : 
建
設
業
を
営
む
方

・
対
象
と
な
る
労
働
者 : 

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

・
掛
金 : 

日
額
３
１
０
円

＊
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
建
退
共
の

　

制
度
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

（
1
）　

退
職
金
の
予
定
運
用
利
回
り
が

　
　

２
・
７
％
か
ら
３
・
０
％
に
変
更
さ
れ

　
　

ま
し
た

（
2
）　

退
職
金
の
不
支
給
期
間
が
掛
金
納

　
　

付
月
数
12
月
未
満
に
緩
和
さ
れ
ま
し

　
　

た
（
遺
族
請
求
は
従
前
ど
お
り
12
月

　
　

未
満
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

（
3
）　

被
共
済
者
に
よ
る
移
動
通
算
の
申

　
　

出
期
間
が
３
年
以
内
に
ま
で
延
長
さ

　
　

れ
ま
し
た

（
4
）　

移
動
通
算
で
き
る
退
職
金
額
の
上

　
　

限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た

＊
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い　

 

・ 

共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数

　

に
応
じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

・ ｢

建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持

　

し
て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引

　

退
す
る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を

　

請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
５
５

－

２
３
５

－

　

４
４
２
１

●
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
川
柳
募
集

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

・
応
募
内
容
：
親
し
み
や
す
く
シ
ン
プ
ル

　

な
デ
ザ
イ
ン

・
応
募
資
格
：
ど
な
た
で
も
可
能
で
す

・
応
募
期
間
：
8
月
1
日
（
月
）
〜
9
月

　

30
日
（
金
）
必
着

・
応
募
方
法
：
作
品
と
作
品
の
解
説
、
住

　

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業

　

を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

　

ル
（
４
Ｍ
Ｂ
以
内
の
画
像
デ
ー
タ
〈
Ｊ

　

Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
〉
を
添
付
）
で

・
採
用
作
品
：
1
点
（
賞
品
：
山
梨
県
特

　

産
品
3
万
円
相
当
）

川
柳

・
テ
ー
マ
：「
健
康
の
秘
訣
、
若
さ
の
秘
訣
」

・
応
募
資
格
：
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
被
保
険
者

・
応
募
期
間
：
9
月
1
日
（
木
）
〜
10
月

　

31
日
（
月
）
必
着

・
応
募
方
法
：
作
品
と
ペ
ン
ネ
ー
ム
、住
所
、

　

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記

　

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で　

　

※
1
人
3
点
ま
で　

 

・
表
彰
内
容
：
広
域
連
合
長
賞
（
賞
品
：

　

山
梨
県
特
産
品
1
万
円
相
当
）
等

・
郵
送
先
：
〒
４
０
０

－

８
５
８
７

　

甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号　

山
梨

　

県
自
治
会
館
2
階
山
梨
県
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合　

・
電
子
メ
ー
ル
：kouho@

yam
anashi-iry

　

oukouiki.jp

・
問
い
合
せ
：
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合　

総
務
課
☎
０
５
５

－

　

２
３
６

－

５
６
７
１　
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８
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

日
時　
　

８
月
３
日
（
水
）
10
時
〜
16
時

場
所　
　

長
又
キ
ャ
ン
プ
場

内
容　
　

・
自
然
の
中
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
作
り　

　
　
　
　

・
水
遊
び

日
時　
　

８
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

場
所　
　

善
之
木
コ
ミ
セ
ン
「
い
こ
い
」

講
師　
　

運
動
士　

石
倉
秀
子

内
容　
　

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

＊
村
内
の
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
身
体
を

動
か
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保
育
所
入
所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と

遊
ば
せ
、
集
団
生
活
の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

住
民
健
康
課　

☎
52

－

２
１
１
３

　

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲

や
童
謡
な
ど
心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

◎
日
程

18
日
（
木
）、
19
日
（
金
）、
22
日
（
月
）、
23
日
（
火
）、
31
日
（
水
）

※
14
時
〜
15
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
：
住
民
健
康
課　

☎
52
―
２
１
１
３　

8 月の「歌の会」 ♪♬
◎
学
童
保
育
「
ど
う
し
っ
こ
」
と
合
同
事
業

　
　
夏
の
思
い
出
「
自
然
の
中
で
遊
ぼ
う
」
！

◎
親
子
の
絆
を
強
め
、

　
　
自
然
な
運
動
発
達
を
促
し
ま
す
！

＊
当
日
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
で
送
迎
を
し
ま
す
。

事
前
に
時
間
と
乗
降
場
所
を
連
絡
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！　

急
に
参

加
出
来
な
く
な
っ
た
、
参
加
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
方
は
担
当
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

くらしの情報　〈その他〉
●
山
梨
県
自
殺
予
防
推
進
大
会
の

お
知
ら
せ

　

９
月
10
日
（
土
）
は
「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
で
す
。
こ
の
日
か
ら
始
ま
る
「
自

殺
予
防
週
間
」
に
併
せ
て
「
山
梨
県
自
殺

予
防
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の

大
会
で
は
、
自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
殺

を
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
の
問
題

と
捉
え
、
生
き
や
す
い
社
会
・
地
域
を
育

む
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

・
日
時
：
９
月
14
日
（
水
）
13
時
30
分
〜　

　

16
時

・
会
場
：
甲
府
市
総
合
市
民
会
館　

芸
術

　

ホ
ー
ル
（
甲
府
市
青
沼
３

－

５

－
44
）

・
内
容
：
講
演
「（
仮
）
不
安
と
睡
眠
」
等

・
講
師
：
大
野　

裕
氏
（
一
般
社
団
法
人　

　

認
知
行
動
療
法
研
修
開
発
セ
ン
タ
ー
理

　

事
長
・
精
神
科
医
）

・
問
い
合
わ
せ
：
山
梨
県
福
祉
保
健
部

　

障
害
福
祉
課 

心
の
健
康
担
当

☎
０
５
５

－

２
２
３

－

１
４
９
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５

－

２
２
３

－

１
４
６
４

横
浜
市
西
区
の
方
々
と
の
交
流 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
光
良(

釜
の
前
地
区)

　
約
４
年
前
道
志
を
訪
れ
空
気
と
水
の
美
味
し
さ
に

惹
か
れ
家
を
求
め
、
昨
年
４
月
か
ら
家
内
と
猫
３
匹

で
横
浜
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
横
浜
で
長
い

間
建
築
士
と
し
て
働
い
て
い
る
う
ち
に
、
市
か
ら
ま

ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
委
嘱
を
受

け
、
西
区
の
住
宅
密
集
地
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
を
お

手
伝
い
し
て
約
11
年
に
な
り
、
多
く
の
西
区
民
と
親

し
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
あ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
総
会
で
道
志
村

の
野
菜
の
美
味
し
さ
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
自

治
会
の
地
区
の
小
学
校
の
児
童
が
作
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
販
売
会
で
道
志
の
野
菜
を
販
売
で
き
な
い
か
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。役
場
に
相
談
し
た
と
こ
ろ「
道

の
駅
」
に
話
し
た
ら
如
何
と
の
事
。
早
速
伺
い
相
談

し
た
と
こ
ろ
気
持
ち
良
く
お
引
き
受
け
下
さ
り
、
段

取
り
よ
く
準
備
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
自
治
会
の
隣
は
民
謡
ノ
ー
エ
節
に
も
出
て
く

る
有
名
な
野
毛
山
が
あ
る
と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
に

道
志
村
か
ら
の
水
で
日
本
初
の
近
代
水
道
と
し
て
貯

水
場
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
今
年
は
横
浜
市
が
道
志

村
の
水
源
林
を
購
入
し
て
１
０
０
周
年
と
の
事
。
横

浜
市
で
は
道
志
村
と
共
同
で
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
る
そ
う
で
す
。
少
し
で
も
道
志
村
に
関
心
を

持
っ
て
頂
こ
う
と
販
売
も
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
。
ク

レ
ソ
ン
の
レ
シ
ピ
を
コ
ピ
ー
し

て
皆
様
に
お
配
り
し
て
い
ろ
い

ろ
な
味
を
楽
し
ん
で
頂
こ
う
と

宣
伝
を
し
て
き
ま
し
た
。
完
売

し
、
日
帰
り
で
帰
っ
て
き
ま
し

た
が
、
皆
様
の
楽
し
そ
う
な
表

情
が
何
よ
り
の
土
産
で
し
た
。

ち
ょ
っ
と
投
稿
し
て
み
ま
し
た
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７
月
末
で
協
力
隊
の
任
期
３
年
を

満
了
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
か
ら
生
活
や
仕
事
の
こ
と

を
ご
心
配
頂
き
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

家
族
４
人
で
道
志
村
に
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

　

仕
事
は
現
在
勉
強
中
の
ク
レ
ソ
ン
栽

培
を
軸
に
、
小
さ
な
家
族
経
営
の
会
社

設
立
を
目
指
し
ま
す
。
人
の
口
に
入
る

食
べ
物
を
育
て
る
の
は
命
を
育
て
る
こ

と
な
の
で
、
食
べ
る
人
だ
け
で
な
く

圃ほ
じ
ょ
う場
の
環
境
に
対
し
て
愛
情
を
持
ち
、

長
く
栽
培
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
私
が
こ
の
村
に
来
た

の
は
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
命

の
選
択
で
し
た
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ

ク
（
穀
物
菜
食
）
を
志
向
し
、
農
林
業

的
な
仕
事
に
心
が
向
い
た
こ
と
。
協
力

隊
と
し
て
畑
、
田
ん
ぼ
、
林
業
、
木
工
、

季
刊
誌
の
制
作
と
様
々
な
挑
戦
を
す

る
中
で
、
有
機
ク
レ
ソ
ン
栽
培
を
生

業
に
し
た
い
と
決
め
た
の
も
私
た
ち

家
族
が
よ
り
良
く
長
く
生
き
る
た
め

の
道
だ
と
信
じ
た
か
ら
で
す
。

　

協
力
隊
任
期
中
に
は
多
く
の
ご
縁

に
恵
ま
れ
、
言
葉
に
尽
く
せ
な
い
ほ

ど
沢
山
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し
協
力

隊

39

ブログで日々の活動を報告しています。こちらもぜひご覧ください。　http://www.doshi-okoshi.com

（
千
々
輪
岳
史
）

（
鳥
澤
拡
太
）

（
七
瀧
佳
至
）

（
抱
井
昌
史
）

道
志
に
移
り
住
ん
で
あ
っ
と
い
う
間

に
３
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

今
は
村
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
ヒ
グ
ラ

シ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
道
志

に
移
り
住
む
ま
で
、
お
そ
ら
く
本
物
の
ヒ

グ
ラ
シ
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
初
め
て
道
志
で
ヒ
グ
ラ
シ

の
鳴
き
声
を
聞
い
た
時
は
す
ご
く
感
激

し
ま
し
た
！　

ヒ
グ
ラ

シ
の
鳴
き
声
を
聞
い
て

い
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
て
す
ご
く
癒
さ
れ
ま

す
。

ど
う
も
、
七
瀧
で
す
。

道
志
村
の
夏
は
自
分
が
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
暑
く
て
驚

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
作
物
に
病
害
虫
が
発

生
し
や
す
い
の
で
色
々
と
考
え
な
が
ら

や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
畑
の
事
は
は
知
ら
な
い
事

ば
か
り
で
す
の
で
、
今
後
に
つ
な
が
る
経

験
ば
か
り
で
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

７
月
２
週
目
の
水
曜
日
に
、
４
月
か

ら
飼
っ
て
い
る
ミ
ツ
バ
チ
達
が
溜

め
た
蜜
を
は
じ
め
て
搾
り
ま
し
た
。

　

５
月
の
下
旬
ご
ろ
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
の

花
が
咲
き
始
め
る
と
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣

箱
に
は
蜜
が
ど
っ
と
溜
ま
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
は
初
め
て
な
の
で
、

ず
っ
し
り
と
重
く
な
っ
た
巣
箱
を
持
つ
と

ミ
ツ
バ
チ
の
労
働
力
の
す
ご
さ
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

採
蜜
量
は
一
箱
（
巣
板
８
枚
）
で
15
㎏

で
し
た
。
来
年
度
以
降
は
採
蜜
量
を
徐
々

に
増
や
し
、
道
の
駅
で
の
販
売
や
加
工
品

な
ど
が
作
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
の
採
蜜

は
じ
め
て
の

道
志
村
の
夏

ク
レ
ソ
ン
で

Ｇ
Ｏ
！

任
期
が
終
わ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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ふ
や
さ
な
い
の
も
愛
情
で
す

ノ
ラ
猫
に
餌
を
あ
げ
て
い
た
ら
子
猫

を
連
れ
て
き
た
。
庭
の
犬
が
い
つ
の

間
に
か
子
犬
を
産
ん
じ
ゃ
っ
た
。
こ

ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

犬
の
管
理
と
し
つ
け
は

飼
い
主
の
責
任
で
す

ペ
ッ
ト
は
飼
い
主
に
と
っ
て
は
大
切
な
家
族
で

す
が
、
飼
い
方
に
よ
っ
て
は
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
ご
近
所
の
方

は
、
放
し
飼
い
、
フ
ン
や
鳴
き
声
に
つ
い
て
困
っ
て

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
正
し
い
し
つ
け
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

〇
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！　

犬
の
放

し
飼
い
に
よ
る
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
は
、
犬
の
苦
手
な
人
が
困
る
だ
け
で
な
く
、

愛
犬
に
も
不
幸
な
結
果
を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
飼
い
犬
は
必
ず
鎖
な
ど
に
つ
な
い
で
飼
育
し
、

ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！　
「
犬
の
フ

ン
が
庭
や
畑
、
歩
道
な
ど
に
放
置
し
て
あ
り
、
飼
い

主
に
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
っ
た
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。

〇
む
だ
吠
え
に
は
き
ち
ん
と
対
処
し
ま
し
ょ
う
！　

番
犬
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
吠
え
さ
せ
て

い
た
ら
ご
近
所
迷
惑
で
す
。
犬
が
吠
え
る
の
に
は
、

何
ら
か
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。
運
動
不
足
で
は
な
い

か
？
さ
み
し
が
っ
て
い
な
い
か
？
な
ど
愛
犬
に
目
を

向
け
て
く
だ
さ
い
。
簡
単
な
し
つ
け
や
工
夫
で
無
駄

吠
え
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
国
で
年
間
約
19
万
頭
の
猫
が
殺
処
分
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
子
猫
で
す
。

　

殺
処
分
さ
れ
る
猫
の
数
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
飼
い

き
れ
な
い
命
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

猫
は
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
変
化
し
た
動
物
で
、
自
然

に
生
き
る
野
生
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
が
責
任
を

も
っ
て
世
話
と
管
理
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
動
物
な

の
で
す
。

メ
ス
の
子
猫
は
生
後
４
〜
12
ヶ
月
で
繁
殖
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
１
回
の
出
産
で
４
〜
８
頭
の
子
猫
を

産
み
、
１
年
に
２
〜
４
回
の
出
産
が
可
能
な
繁
殖
効
率

の
高
い
動
物
で
す
。１
頭
の
メ
ス
猫
か
ら
１
年
で
20
頭
、

２
年
で
80
頭
以
上
に
殖
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

猫
に
限
ら
ず
、
飼
っ
て
い
る
動
物
の
数
が
増
え
す
ぎ

る
と
、
適
切
な
世
話
が
で
き
ず
、
動
物
自
体
を
苦
し
め
、

糞
尿
や
鳴
き
声
な
ど
で
地
域
住
民
に
も
迷
惑
と
な
り
ま

す
。動

物
を
飼
う
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
。
た
だ
、
餌
を

与
え
て
か
わ
い
い
姿
を
楽
し
む
だ
け
で
は
、
責
任
の

あ
る
飼
い
主
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
か
わ
い
い
、
か
わ

い
そ
う
と
い
っ
た
感
情
で
子
ど
も
を
生
ま
せ
た
り
、

間
違
っ
た
自
然
観
で
繁
殖
を
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
不
必
要
に
ふ
や
さ
な
い
と
い
う
愛
は
、
動
物
を

幸
せ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
見
て
育
つ
子
ど

も
た
ち
の
心
を
育
む
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

飼
わ
れ
て
い
る
動
物
の
繁
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
動
物
た
ち
の
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
の
は
飼

い
主
の
義
務
で
あ
り
、
動
物
へ
の
愛
な
の
で
す
。

〇
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
家
の
中
で
は
運
動
不
足
に
な
る
か
ら
」
と
屋
外

で
飼
育
さ
れ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
家
の

中
だ
け
で
も
十
分
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

屋
外
で
の
飼
育
は
、
飼
い
主
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
、
近
所
に
エ
サ
場
や
フ
ン
で
迷
惑
を
か
け
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
十
分
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

望
ま
な
い
妊
娠
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
メ
ス
だ
け

で
な
く
オ
ス
も
手
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
が
住
み
つ
き
大
変
お
困
り

の
と
こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

ネ
コ
は
、
元
は
迷
子
や
捨
て
ら
れ
た
ネ
コ
た
ち
で
あ

り
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

　

犬
や
ネ
コ
な
ど
ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
命
を
終

え
る
ま
で
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。
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親
子
動
物
ふ
れ
あ
い
教
室

を
開
催
し
ま
す

「
犬
の
体
っ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
な
？
」

「
人
と
違
う
と
こ
ろ
あ
る
か
な
？
」「
ど
う

や
っ
た
ら
な
か
よ
く
で
き
る
か
な
？
」

な
ど
、
夏
休
み
だ
か
ら
家
族
一
緒
に
犬
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
犬
の
こ
と
、「
来

て
、
見
て
、
ふ
れ
あ
っ
て
」
み
ま
せ
ん
か
？

○ 

日 

時
：
8
月
2
日
（
火
）
及
び
8
月
10
日
（
水
）

10
時
か
ら
11
時
30
分
（
受
付
：
9
時
30
分
か
ら
）

○ 

場
所
：
動
物
愛

護
指
導
セ
ン
タ
ー

（
山
梨
県
中
央
市

乙
黒
１
０
８
３
）

○
対
象
者
：
小
学

生
及
び
保
護
者
※

参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
予
約
・
問
い
合

わ
せ
：
山
梨
県
動

物
愛
護
指
導
セ
ン

タ
ー　

見直そう　ペットとマナー

　夏真っ盛りです。熱中症対策は大丈夫ですか？　熱中症予防に「塩」はとても大切ですが、高血圧
や腎臓の病気などで治療中の人は少し注意が必要です。たくさん汗をかいたら塩分の補給が必須であ
ることは確かなのですが、用心して慎重に塩分補給しているつもりが実は過剰摂取になっているケー
スの方が多いということがわかってきています。大変アバウトではありますが、大汗をかいたとして、
補給すべき塩分は水 500ml に対して塩ふたつまみ（1g）程度です。少量の汗の時はコップ１杯程度
の水をこまめに飲みましょう。また、脱水症の予防としてスポーツ飲料は有用ですが、いざ脱水症に
なってしまってからではあまり効果がありません。いまどきは「OS-1（オーエスワン）」といった「経
口補水液」が大変有効です。CMなどでご存知の方も多いかもしれません。１本を 30分くらいかけ
てゆっくり飲むことがキモです。ただし、薬局や病院の売店でしか販売が許可されていませんので、
なにかのついでに数本用意しておくと安心ですね。備えあれば憂いなしです。

診療所だより

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
8/1 8/2

午前：胃カメラ

8/3 8/4
午前中のみ診療

8/5 8/6
午前中のみ診療

8/7 8/8 8/9
午前：胃カメラ

8/10 8/11
山の日

8/12 8/13
休診

8/14 8/15
休診

8/16
休診

8/17 8/18
午前中のみ診療

8/19 8/20
午前中のみ診療

8/21 8/22 8/23
午前：胃カメラ

8/24 8/25 8/26 8/27
休診

8/28 8/29 8/30
午前：胃カメラ
乳児健診  14時から

8/31

・月始めには保険証の提出を
お願いします
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ご
ろまで胃カメラ検査になり
ます
・健診日は医師不在の時間が
あります
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日の診療は午前中の
みの診療となります
・第二・第四土曜日は休診で
す

8 月の予定
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6
月
23
日

（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後

3
時
、
山
中

湖
花
の
都
で

村
内
の
母
や

子
供
た
ち
が

楽
し
く
交
流

し
ま
し
た
。

花
の
都
が

道
志
村
の
つ

ぼ
み
っ
こ
の

た
め
に
和
室
を
全
館
貸
し
切
り
と
し

て
く
れ
た
た
め
、
気
兼
ね
な
く
交
流

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
あ
い
に
く
の
天
気
で

し
た
が
、
2
日
前
に
住
民
健
康
課
の

職
員
が
作
っ
た
3
個
の
テ
ル
テ
ル
坊

主
の
効
果
か
ら
か
花
の
都
に
着
い
た

頃
に
は
雨
が
あ
が
り
、
昼
食
後
は
晴

天
で
汗
ば
む
状
況
で
し
た
。
参
加
し

た
15
組
の
母
や
子
供
た
ち
は
、
太
陽

の
下
で
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

7
月
16
日
（
土
）
道
志
中
学
校
体

育
館
で
第
6
回
村
内
卓
球
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

男
子
31
名
、
女
子
10
名
、
計
41
名

が
参
加
し
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
グ

戦
を
戦
い
、
各
リ
ー
グ
の
勝
者
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
へ
進
み
ま
し
た
。　

　

息
を
の
む
場
面
が
数
多
く
見
ら
れ
、

選
手
も
応
援
す
る
人
も
熱
の
入
っ
た

試
合
会
場
で
、
老
若
男
女
問
わ
ず
一

緒
に
汗
を
流
す
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

男
子
の
部

　

優　

勝　

杉
本
太
一
さ
ん

　

準
優
勝　

出
羽
芳
正
さ
ん

　

第
３
位　

佐
藤
寿
幸
さ
ん

女
子
の
部

　

優　

勝　

佐
藤
輝
子
さ
ん

　

準
優
勝　

中
田
暚
子
さ
ん

　

第
３
位　

高
瀬
浩
子
さ
ん

　

７
月
15
日
（
金
）、
待
ち
に
待
っ
た
お

楽
し
み
保
育
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
と
交

流
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
踊
り
を
と
て
も
嬉
し

そ
う
な
表
情
を
し
て
見
て
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

■
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
で

「
山
中
湖
花
の
都
」
に
行
っ
て

楽
し
み
ま
し
た
！

■
第
6
回
　
村
内
卓
球
大
会
に
つ
い
て

■
保
育
所
お
楽
し
み
保
育

みんなでお風呂に入ったり

ご飯を食べたり、楽しかった〜！
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道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

　

７
月
９
日
（
土
）、
第
30
回
道
志
村

ホ
タ
ル
祭
り
を
観
光
農
園
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。
道
志
村
ミ
ニ
物
産

展
と
し
て
村
や
県
の
特
産
品
な
ど
を

販
売
し
た
ほ
か
、
村
の
木
材
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
や
麦
わ
ら
を
使
っ
た
昔

な
が
ら
の
ホ
タ
ル
籠
づ
く
り
、
ホ
タ

ル
の
鑑
賞
会
や
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み

取
り
な
ど
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、

会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
皆
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
村
議
会
に
よ
る
道
志
の

湯
の
源
泉
を
利
用
し
た
足
湯
コ
ー

ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
一
層
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

虫
歯
と
歯
周
疾
患
の
予
防
推
進
を
目

的
に
常
盤
悟
子
歯
科
衛
生
士
か
ら
虫
歯

予
防
の
食
事
や
お
や
つ
、
虫
歯
の
原
因
、

染
め
出
し
ジ
ェ
ル
で
の
磨
け
て
い
な
い

部
分
の
確
認
、
正
し
い
歯
磨
き
方
法
、

歯
間
フ
ロ
ス
の
使
用
法
、
歯
周
疾
患
予

防
に
つ
い
て
保
育
所
・
小
学
校
・
中
学

校
で
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
小
学
校
六
年
生
・
中
学
三
年
生

で
虫
歯
の
無
い
児
童
・
生
徒
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。
虫
歯
予
防
へ
の
知
識
を

高
め
、
正
し
い
歯
磨
き
の
習
慣
を
身
に

つ
け
、
80
歳
ま
で
自
分
の
歯
が
20
本
あ

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　表

彰
写
真
順

小
学
校
六
年
表
彰
者
（
右
か
ら
）

　

水
越
拓
斗
さ
ん　

山
口
凛
さ
ん

　

佐
藤
紗
季
子
さ
ん　

佐
藤
奏
太
さ
ん

中
学
校
三
年
表
彰
者
（
右
か
ら
）

　

宮
下
太
陽
さ
ん　

金
子
蓮
さ
ん

　

佐
藤
朋
樹
さ
ん　

佐
藤
里
保
さ
ん

　

水
越
早
葉
さ
ん　

山
口
莉
奈
さ
ん

■
道
志
村
ホ
タ
ル
祭
り
開
催

■
虫
歯
の
な
い
児
童
・
生
徒
の

表
彰
、
歯
磨
き
指
導
を

行
い
ま
し
た

ホタル籠、上手に出来た！

足がポカポカ！気持ちいい！



お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

　

大
室
指　

佐
藤　

真ま
ひ
ろ尋
く
ん

（
届
出
人
）
佐
藤　

秀
紀

　

長

又　

柏
村　

宗そ
う
す
け佑
く
ん

（
届
出
人
）
柏
村　

承
徳　
　
　

　
（
6
月
届
出
）

慶

弔
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わが家のアイドル
渡
辺
蓮れ
ん
た太

く
ん
（
上
中
山
）

　

平
成
27
年
6
月
12
日
生

　

父　

翼
さ
ん　

母　

な
つ
き
さ
ん

最
近
で
は
お
外
も

元
気
に
歩
い
て
い
ま
す
♪

学校だより　 道志中学校

都留支部総合体育大会

　6月 15日（水）に都留支部総合体育大会が行われました。

日頃の練習の成果を十分に発揮することはもとより、３年

生は中学校の集大成の試合と、気合いを込めて臨みました。

直前には、生徒会で部活動強化週間も設定し練習時間も確保して当日を迎えまし

た。各校とも全力を出して戦い、白熱した試合展開となりました。保護者の皆さ

んにも会場に足を運んでいただき熱のこもった応援をしていただきました。結果

は、各部とも２位になり、県大会や次の大きな大会へ駒を進めることができました。

野球部　富士吉田市市制祭大会へ／卓球男子団体・ソフトボール部　県総体へ

都留支部陸上競技会

　６月 24日（金）に都留地区陸上競技会がやまびこ競技場で開催さ

れました。よい緊張感の中で、自己ベストを更新する生徒がたくさん

いました。また、応援や補助員としての活躍も立派で、他校からも道

志中生の頑張りを賞賛する声も聞こえました。結果は、３人が県大会

への出場権を得ました。県大会は７月 28・29日に小瀬スポーツ公園

で行われます。共通女子砲丸投げ　２位　佐藤里保／１年男子 100M　
１位　池谷聡志／１年女子幅跳び　２位　杉本美羽

ネット教室

　期末テスト最終日の

７月５日（火）スマホ・

ケイタイの使い方・危

険性について学習会を

行いました。今年は

NTT ドコモより講師

を派遣していただき、事例紹介として、SNS・コミュ

ニケションアプリなどを使った、再現ドラマや新

聞記事を紹介していただきました。便利な道具で

すが、使い方を誤るとその裏には大きな危険性が

潜んでいることを喚起していただきました。

プール開き

　７月６日（水）今

年のプール指導の安

全を祈願して、プー

ル開きを行いました。

全校生徒がプールサイドに集まり、代表で生徒会

長と校長先生が、プールの４隅を酒・米・塩でお

清めをしました。安全に水泳指導が行われ、泳力

が向上することでしょう。

地区懇談会

　７月８日（金）７時より地区別懇談会を開催しました。本年度は、

長幡西・長幡東・久保地区は合同開催として、４地区での懇談会とな

りました。各地区では青少年育成推進員・育成会の会長さんにも御出

席いただき、地域からの声も聞くことができました。地域・保護者・

学校が連携して子どもたちの成長を見守り、夏休み中も有意義な生活

になるよう活発な意見交換が交わされました。


